
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 26

モニタリング、
担当者会議
職員間でのケアカン
ファレンスが少ない

ケアマネ計画作成担当
者のみでなく本人に関
わる各職域の全職員で
協力し話し合う。

2 48

役割楽しみごと気分
転換等等の支援が
数名しか出来ていな
い

お茶碗洗いお茶碗拭き
そうじレク等当番制
にして利用者に仕事
をしてもらう

3 49

日常的な外出支援
本人が戸外へ出かけ
たい時業務優先して
しまいストップかけ
てしまう。

地域の方々ご家族等に
協力をお願いしいつで
も出かけられるように
支援する。

4 63
職員と利用者ご家族
間での信頼関係が薄
いようである

面会時最近の利用者の
様子を説明し意見等聞
くまた面会に来られな
い方には支援経過を送
る。

5 68

職員から見て利用者
の家族はサービスに
満足していると思い
込んでいるがそうで
もないようである

サービスを行った際
しっかり報告を行い、
ご家族も一緒に参加出
来るサービスを提供で
きるよう考える

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

２．　　目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

ご家族職員間でコミュニ
ケ―ションを図る。話しや
すい雰囲気作りをする。

３ケ月～７ケ月

ご家族も職員も利用者が
望む暮らしが出来る為には
どうすれば？という目標は
同じ、お互い理解しあえる
ようになる

３ケ月～７ケ月

個人１人ひとりにあった
役割を見つけ個性的でいき
いきした生活が送れるよう
支援するようにする。

グループホームなごみ

平成26年11月6日

目標達成に
要する期間

1ヶ月～3ヶ月

1ヶ月～3ヶ月

本人が出かけたい時にいつ
でも対応できるようにする

２ヶ月～６ケ月

目　　　　標

確実に６ケ月に１回は
モニタリング更新時は担当
者会議職員の気付きがあっ
た時にカンファレンスを行
う。


